
▲毎年販売しているフェアトレード・チョ
　コレート。即日完売するほどの人気！

▲ユニクロ×トキワ松国際交流部に
　よるプロジェクト。

▲□□□□□□□□□□□□□□
　□□□□□□□□□□□□□□
　□□□□□□□□□□□。

▲天文部員が文化祭の準備をしている場面です。

▲当日プログ
ラム。

▲トキワ松100周年
　記念品のひとつの
　キューピー。

▲主人公の妖精、パックが登場するシーン。
　妖精の衣装は全て手作り！

▲トキワ松の化学の先生が
　描いたオリジナルキャラ
　クター：マツコちゃん。

▲トキワ祭名物の書道部によるパフォーマンス。
　年々クオリティーが高くなると評判。

▲100周年を記念して作られた
　カーディガンとリボン（写真左
　側）。右側は中学生の冬の制服。

▲今年、写真部は文化部のイン
　ターハイと呼ばれる「第４１回
　全国高等学校総合文化祭」に
　東京都代表として出場！。

▲創設者の三角
　錫子先生。女
　性教育の第一
　人者として活
　躍した先生。

●ミュージカル部と書道部との掛け持ちでとても忙しい2日間でしたが、思いっきり楽
しめました!! ミュージカル部と演劇部は似てるとよく言われるので一度演劇部の舞台を
観てみたかったけれど、忙しくて観られなかったのが心残りです。最後の文化祭だった
ので思うところはたくさんありますが、「めぐろう」の読者には、これからも私たちの後
輩が活躍するトキワ松のミュージカル部＆書道部を温かい目で見守っていてくださると
うれしいです。（由妃） ●トキワ生として自分の学校が「めぐろう」に載りとても嬉しい
です。これを機に、トキワ松のことを知ってもらえたら嬉しいです。（愛梨） ●演劇部は
本番の日に代役の子も私たちも大変でした。しかし観客の皆様にリアリティ溢れる舞台
をお見せ出来たのではないかと思います。ミュージカル部と演劇部では似ているようで
本質は全く違うので、ぜひ一度来ていただけると嬉しいです。私はもう引退してしまっ
ていますが、後輩たちが率いる演劇部を今後とも宜しくお願いします。（彩美）●100
周年と節目を迎える年に在校生として参加出来たことを嬉しく思います。国際交流部、
演劇部、ミュージカル部、書道部の他、誌面では紹介されていませんが、マンドリンギ
ター部、ダンス部、軽音楽部などの公演を行いました。個性的な部が多いトキワ祭に来
年はぜひ足を運んで下さい。（里緒）●私たち 2 年生にとって最後の文化祭だったので、
思い入れの強い文化祭になりました。私は演劇部と国際交流部、クラスの発表があり、
とても忙しく、時には部員の子に厳しく当たってしまい、何度も後悔しました。その後
悔があったからこそ、文化祭を無事に終える事ができたのだと思います。演劇部はたく
さん衝突があり、アクシデントがあり、毎日が目まぐるしく過ぎていきました。国際交
流部とクラス展示にはあまり参加できなかったのですが、前日準備と当日の仕事をきち
んとこなせるよう務めました。来年は後輩たちの文化祭にぜひご期待ください!（正姫）
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